
○仲よく助け合う子ども ○めあてをもって学ぶ子 ○元気よく粘り強い子
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例年にない猛暑の夏休みとなりました。ご家庭や地域での子ども達の様子はどう
だったでしょうか。暑さを避け、室内で過ごすことが多かったのではないでしょうか。
さて、９月１日から第2学期が始まります。夏休み中は静まりかえっていた学校に、

子どもたちの元気な声が戻ってきます。この2学期、修学旅行、遠足、宿泊研修、陸
上運動記録会、学習発表会などの様々な学校行事がある中で、児童一人一人が北
房小学校の児童として全力で取り組み、達成感を味わってほしいと思います。
保護者やご家族、地域の皆様には、「子ども達の応援団」として、2学期も変わら

ぬご支援ご協力をよろしくお願いします。

ありがとうございました！ ＰＴＡ奉仕作業
ＰＴＡ会員（６年保護者・事業部・教職員）の皆様には、８月２4日（日）

の早朝より、ＰＴＡ奉仕作業にご参加くださり、ありがとうございました。本

年度は、暑さ対策として、例年より３０分早い午前７時から８時の間、作業

をしていただきました。学校園の草取り、校舎の窓拭きなどをしっかりと仕

上げていただき、ご協力のおかげで、２学期の学校生活が気持ちよく始

められます。特に、ＰＴＡ事業部の皆様には、準備・運営で大変お世話に

なり、ありがとうございました。

ご協力お願いします！ 第２回ＰＴＡ資源回収
１０月２５日（土）、２６日（日）に第２回ＰＴＡ資源回収を行うよう、ＰＴＡ

事業部の皆様を中心に準備をしていただいています。詳しくは、別途、案

内文でお知らせがあります。

なお、本年度より、本校ＰＴＡ会員が地区内を巡回しての回収ではなく、

学校への直接の持ち込みをお願いしております。第１回に続き、今回もご

協力をよろしくお願いいたします。

（新しく、金属類、ペットボトルの回収も行っています。）

教職員の異動について
こすもす学級１組担任の磯田優奈教諭が８月24日から産前休暇に入ったため、特別支

援教育加配として勤務していた平 雅人常勤講師が新たに、こすもす学級１組の担任とな

りました。また、産休代員の加配として、新たに福本久美子非常勤講師が２学期から勤務
いたします。

北房小だより



１１日（木）北房中チャレンジワーク（３日目）

１２日（金）児童朝礼 社会見学（3年）

北房中チャレンジワーク（３日目）

１日（月）警察協助員あいさつ運動 スクールソーシャルワーカー来校日

始業式 短縮３校時（全校） １５日（月）敬老の日

２日（火）給食開始 身体測定（1～3年） １７日（水）職員会議

３日（水）身体測定（４～６年） 校内研修 １８日（木）なかよし班遊び クラブ活動

４日（木）委員会活動 ２１日（日）秋の交通安全県民運動（～30日）

あざえ花の会贈呈式（1年） ２３日（火）秋分の日

５日（金）学年PTA活動（６年） ２５日（木）代表委員会

８日（月）図書貸出開始 ２６日（金）修学旅行（６年）

教育実習（～１０月３日まで） 遠足（１～5年）

９日（火）北房中チャレンジワーク（１日目） ２７日（土）修学旅行（６年）

修学旅行前検診（６年） ２９日（月）振替休業日（６年）

１０日（水）民生委員児童委員あいさつ運動 ３０日（火）学年PTA活動（４年）

北房中チャレンジワーク（２日目） 視力検査（全校）

北房小学校 ６年後の児童数について

真庭市内小中学校の児童数がどうなるのか、真庭市教育委員会から情報資料をいただきました。保護
者、地域の皆様にも、北房小学校の令和１３年度の児童数（見込み）の状況をお知らせします。

令和１３年度の児童数（見込み） 令和７年度
１月～６月

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 通常学級数 出生数

１５名 ９名 １６名 １８名 １７名 ２０名 ９５名 ６学級 ４名

※児童数は、現在、北房小学校区内に住所のある就学予定児童の数値になります。
※令和７年度の全校児童数２００名に対して、令和１３年度は、４７．５％の割合になります。
※北房中学校も令和１３年度は、全校生徒数４０名の見込みです。

これまでも保護者の皆様には、北房小学校の児童数が激減していくことをお伝えし、数年後を見通した
PＴＡ改革にも取り組んでいただいているところです。
学校の役割は、在籍する児童一人一人を

大切にした教育をつかさどることです。しか
し、よりよい学校づくりをするためには、今だ
けのことを考えて取り組むのではなく、保護者
やご家族、地域の皆様とともに、これからの学
校や地域の在り方も見据え、教育を進めてい
くことが求められます。
様々な機会に皆様とともに一緒に考えてい

けたらありがたいと思っております。ご協力を
お願いします。


